
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

R2年度 計

円 円

事業費 26,488,000 26,488,000

交付金額 23,468,000 23,468,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

小学校における設備機器の更新については、設置年、点検等結果、予防保
全及び経年劣化に加え、当市においては地区によって人口増加に伴う児童
増、学級増が継続していることから、設備機能の強化を含め総合的に勘案
した上で、計画的に実施しています。そうした中で、高圧機器（キュービ
クル式高圧受電設備）については、特に自家用電気工作物の保守点検の状
況を注視しつつ、更新を行っています。

更新計画
令和２年度 大鋸小、鵠沼小
令和３年度 大道小、鵠南小
令和４年度 六会小、長後中

大鋸小学校高圧機器については、設置後４１年が経過し経年劣化が進行し
ており、将来的な児童数の増加に伴う校舎等の増改築時の電力需要増等に
対応するため、拡張性を有した高圧受変電設備（キュービクル）に更新
し、学校施設の基盤を整備することで、周辺地区の学校需要拡大に係る教
育環境の整備を図ります。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：大鋸小学校高圧機器等更新）
整備事業

藤沢市長

藤沢市大鋸１０２０番地

高圧受変電設備の撤去・更新、高圧引込設備の撤去・更新、上記に伴う基
礎改修工事、その他附帯工事

令和２年７月２２日から令和２年１２月１８日まで

事 業 費 及 び 交 付 金 額

本事業実施により、故障による停電等学校運営に支障をきたす恐れのある
課題が解消され、学校施設に安定した電源供給が可能となり、学校管理者
からも児童が安心して学べる環境が整い、教育環境の整備が図られたと評
価を得ている。
　工事中の看板及び改修した校舎棟に「令和２年度特定防衛施設周辺調整
交付金事業」の表示をするとともに、本市ホームページに掲載をした。

今後も生徒の教育活動に必要な教育環境の整備を図っていく。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

R2年度 計

円 円

事業費 43,230,000 43,230,000

交付金額 25,000,000 25,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

片瀬しおさいセンターは、公民館施設とデイサービス施設の複合施設であ
り、高齢者の健康及び福祉の増進や様々な年代の利用者に学びの場を提供
している。
片瀬しおさいセンターは開設から２３年を経過し施設の経年劣化による施
設の老朽化が進んでいるため、冷温水発生機の更新工事を行うことによ
り、利用者の利便性及び快適性の向上が図られる。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連公共用施設（教育文化施設：片瀬しおさいセンター冷温水
発生機更新）整備事業

藤沢市長

片瀬しおさいセンター（神奈川県藤沢市片瀬４丁目９番２２号）

冷温水発生機等の設備機器更新を行う。

令和２年９月２日から令和２年１２月２８日まで

事業費及び交付金額

・冷温水発生機の更新工事の実施により、空調設備能力が改善し適切な施
設運営を行うとともに施設利用者が安心して利用できる環境が整い、利用
者の利便性及び快適性の向上につながった。
・工事中、施設敷地内に「令和２年度防衛省の交付金事業」である旨の表
示を行うとともに、本市ホームページに掲載をした。

今後も定期的に点検等を行い、適切な維持管理を行う。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

R2年度 計

円 円

事業費 32,780,000 32,780,000

交付金額 28,000,000 28,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

藤沢聖苑は、藤沢市内に唯一の火葬場であり、「多死社会」の到来により
火葬件数が年々増加している。火葬実施件数に比例して火葬炉設備の損傷
度合いも進行し、内部のレンガの欠けや崩落等の危険性が高まり、火葬炉
の使用停止のほか、レンガの落下による焼骨の損傷等のおそれも生じてく
る。これらは利用者感情のみならず、遺体への尊厳からも起こしてはなら
ない事象であることから、火葬炉耐火物の積替工事を実施し、安全・確実
な施設運営を行うとともに、業務の効率性の向上を図る。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：藤沢聖苑火葬炉２～４号炉全
耐火物積替工事）整備事業

藤沢市長

藤沢市大鋸１２５１番地　藤沢聖苑

藤沢聖苑火葬炉２～４号炉全耐火物積替工事

令和２年８月７日から令和２年１２月１日まで

事業費及び交付金額

　火葬業務に従事する委託業者等に対し,全耐火物積替工事後聞き取りをし
た結果,安全・確実な施設運営が可能となり，業務の効率性の向上が図られ
た。
　工事中の掲示板等に「令和２年度防衛省の交付金事業」である旨を表示
し，本市ホームページに掲載をした。

火葬炉が８炉あるうち，火葬炉１～４号炉全耐火物積替工事が済んだが,段
階的に５～８号炉の全耐火物積替工事も同様に進めていく。

無



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

R2年度 計

円 円

事業費 28,812,300 28,812,300

交付金額 27,000,000 27,000,000

補 助 事 業 の 成 果
及 び 評 価 並 び に
地 域 住 民 へ の 周 知
の 実 施 状 況

事 業 の 改 善 措 置
及 び 今 後 の 対 応

事業評価に際しての第
三者機関の活用の有無

築30年以上経過し、修繕執行件数が増加傾向にあることから老朽化対策が
必要であること、また、誰もが安全に安心して使用できる公衆便所にする
ため、改修工事で便器の洋式化・バリアフリー化及び老朽化対策を行うこ
とにより、利用者等の利便性の向上と生活環境の整備を図る。

　　付紙様式第２

事　業　評　価　書

厚木飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：六会日大前駅東口公衆便所改
修工事）整備事業

藤沢市長

藤沢市亀井野一丁目３６番地の２

便器の洋式化、段差の解消、照明設備のLED化、ベビーキープ・ベビーベッ
ド・手すりの設置、電気配線や給排水管などの設備機器更新、外構補修、
その他附帯工事

令和２年９月１０日から令和３年１月２９日まで

事業費及び交付金額

本事業の実施により、３６５日、１日２回清掃を行っている委託業者に対
し、公衆便所の改修後の利用状況や利用者の声についての聞き取り調査を
行ったところ、利用者からの苦情も無くなり、快適な使用環境が確保され
ているとの評価だった。
　工事中の掲示板、補助事業により改修した公衆便所に「令和２年度防衛
補助」の表示をするとともに、市ホームページに掲載をした。

今後も誰もが安全に安心して利用できるトイレ環境を維持していくため、
適正な維持管理に努めていく。

　無


